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1.重要な会計方針  

（1)有価証券の評価基準及び評価方法  

    基本財産である投資有価証券　　　　

　　期末日の市場価格等に基づく時価法によっている

 (2)消費税等の会計処理
　　消費税等の会計処理は税込方式によっている

２.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　　定期預金 1,532,850,000 20,000,000 25,000,000 1,527,850,000
　　投資有価証券 921,000,000 0 150,750,000 770,250,000
　　　　　　小　　計 2,453,850,000 20,000,000 175,750,000 2,298,100,000
特定資産
　　３０周年記念準備金 積立 25,000,000 6,000,000 0 31,000,000
　　３０周年記念準備金 指定寄附 0 0 0 0
　　　　　　小　　計 25,000,000 6,000,000 0 31,000,000

　　　　　　　合　　計 2,478,850,000 26,000,000 175,750,000 2,329,100,000

（単位：円）

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に
対応する額）

基本財産

　　預金 1,527,850,000 (1,302,850,000) (225,000,000) ―
　　投資有価証券 770,250,000 (770,250,000)            ―            ―
　　　　小　　計 2,298,100,000 (2,073,100,000) (225,000,000) ―
特定資産
　　３０周年記念準備金 31,000,000 (0) (31,000,000) ―
　　３０周年記念準備金 指定寄附 0 0 0 ―
　　　　小　　計 31,000,000 (0) (31,000,000) ―
　　　  合　　計 2,329,100,000 (2,073,100,000) (256,000,000)            ―

４．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産（運用益）から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

　　　運用益金額   振替金額
　差額（指定正
味財産増減額）

経常収益への振替  
　　　指定正味財産受取利息 130,640 130,640 0
　　　指定正味財産受取配当金 30,000,000 30,000,000 0

　　　指定正味財産一般正味財産へ振替 0 0 0

30,130,640 30,130,640 0

　　　　　　　　　内　　　容

　　　　　　　　　合　　　計

財務諸表に対する注記

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は次のとおりである

　 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである



５．その他法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかに

　　するために必要な事項

　１．金融商品に対する取組方針

　　　当法人は、公益目的事業の財源の相当部分を基本財産（正味指定財産）である株式の

　　　受取配当により賄い、債権、投資信託等のその他金融商品による資産運用は原則行な

　　　わない方針である。

　２．金融商品の内容及びそのリスク

　　　投資有価証券は株式のみであり、発行体の信用リスク、市場価格の変動リスクがある。

　３．金融商品に係るリスク管理体制

　　　基本財産である株式の時価を定期的に把握し、理事会に報告する。


